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広報おおず 2003 6月号

くらしの情報

:買い物袋持参】

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
り
、
資
源
を
大
切
に
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
買
い
物
の
際
に
愛
用
の
買
い
物
袋
を
持
参
す
る

「
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
そ
の
一
環
と
し
て
次
の
と
お
り
体
験
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

先着100人(l世帯l袋)

8 月 ~ 10月

大洲市から配布する買い物袋「マイバッグ」を買い物の際に使用して

いただきます。8月から10月までの3カ月間の体験をもとにアンケート

に答えていただきます。期間終了後、お使いいただいたマイバッグはそ

のまま差 し上げます。引き続きご使用 ください。

申し込み方法 電話でお申し込みください。

応募締切 6月30日(月)

申し込み・問い合わせ先

保険環境課生活衛生係

マイパック似験モニターの募集

募集人員

実施期間

内容

2 

闘
か
れ
た
耐
酸
@
た
め
障

情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て

平
成

M
年
度
の
制
度
運
用
状
況
を
次
の
と
お
り
お
知
5
せ
し
ま
す
。

内線 166
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の
実
施
機
関
が
管
理
し
て
い
る
も
の

で
す
。
【
た
だ
し
平
成
ロ
年
4
月
1

日
以
降
に
作
成

・
取
得
し
た
公
文
書
】

※
実
施
機
関
と
は
、

「市
長

(水

道
事
業
管
理
者
の
職
務
を
行
う

市
長
を
含
む
。)
、
議
会
、
教
育

委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

公
平
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農

業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
」
の
こ
と
で
す
。

-
公
開
を
請
求
で
き
る
人

①
大
洲
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
大
洲
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
し
て
い
る
個
人
・
法
人
そ

の
他
の
団
体

③
大
洲
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
に
勤
務
す
る
人

④
大
洲
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

⑤
実
施
機
関
が
行
う
事
務

・
事
業
に

利
害
関
係
を
有
す
る
個
人
・
法
人

そ
の
他
の
団
体

・
公
開
に
か
か
る
費
用

O
閲
覧
は
無
料
で
す
。

O
写
し

(
コ
ピ

l
)
の
作
成
や
郵
送

に
要
す
る
費
用
は
請
求
者
の
負
担

に
な
り
ま
す
。

白
黒
コ
ピ

l

I
枚
目
円

カ
ラ
l
コ
ピ

l

l

枚
印
円

問
い
合
わ
せ
先

総
務
財
政
課
文
書
係

企

@
2
1
1
1
(内
線

3
2
3
)
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買物1回はっき

スタンプ1個。
(定定し、屈指定の

パvヴ12限ります.0)

お置御調スタンプカード
"':'-71;11.:・.......u.・ιて
い..  

ag  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 
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スタンプ20個で

1αコ円の金持として

制同面。

Aコープおおす‘(東大洲)および三の丸庖

【轟fiftOiEFM?nf:国 ~ðàレラでの買物 1 回はっき

スタンプ1個。.J.i.1I鴨川11.I.....:;.O;CIl… 4 ・Z.ltlDC:)・ス'シプ，..旬刈t....，.. ・V ヲV
・回目叩凶闘争…..1". 一
山 口 町・.IOOPlcZ;.IJ......w::I，.:n.

|ニ一一一-~.つ

....マイパックなら自分でレジ袋に入れ替える必要がなく、
そのまますぐに持ち帰るこ とができる利点もあります。

スタンプ20m!で

現金1αコ円と爽調理。

• • • • • • • 

省
資
源

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

“

の
た
め
に

“

国
内
で
1
年
間
に
使
わ
れ
る
レ
ジ

い

袋
の
数
は
、
約
1
0
0
億
枚
と
い
わ

“

れ
て
い
ま
す
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

“

で
1
人
当
た
り
年
間
約
加
枚
使
っ
て

日

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
レ
ジ
袋
は

日

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
で
、
年
間
2
億
リ

“

ッ
ト
ル
の
原
油
が
原
料
と
し
て
使
わ

日

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
製
造
費

・
• 

用
は
商
品
の
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
る

・-

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

.
 

• 

買
い
物
袋
を
持
参
す
る
マ
イ
パ
ッ

・

グ
推
進
運
動
は
、
だ
れ
で
も
す
ぐ
に

い
• 

で
き
る
環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み

・

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
内
容

• 

の
一
つ
で
す
。
み
な
さ
ん
も
今
日
か

・
。
粟
津
保
育
所
前
の
ご
み
ス
テ
l
シ

ら
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん

い

ヨ
ン
の
場
所
に
つ
い
て
(
必
歳

・

か
。

日

八
多
喜
)

“
.
市
役
所
窓
口
の
対
応
の
よ
さ
に
感

“

心
し
た
(
臼
歳
男
性
・
新
谷
)

日
A

マ
ま
ち
に
ゴ
ミ
を
す
て
な
い
V
ゴ
ミ

日

の
減
量

(
9歳
男
児

-
U
歳
女
児

“

ほ
か
)

-
A芝呂
田
の
護
岸
工
事
と
、
子
ど
も
た

• 
・

ち
が
肱
川
に
親
し
め
る
よ
う
な
計

• 
-

画
に
つ
い
て

(侃
歳
男
性

・
菅
田
)

“
・
出
産
育
児
給
付
制
度
の
見
直
し
ゃ

日

活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

日

若
者
の
た
め
の
財
政
投
資
を
(
お

日

歳

・
新
谷
)

日
A

マ
大
洲
小
学
校
校
舎
を
取
り
壊
す
前

日

に
見
学
会
を
聞
い
て
ほ
し
い
(
泣

“

歳
女
性
・

肱
南
)

日
a
マ
肱
川
緑
地
公
園
に
屋
根
付
休
憩
所

マ
イ
パ
ッ
グ
運
動
は

だ
れ
で
も
す
ぐ
に
で
き
ま
す

フジグラン大洲(中村)

買物1回l之っき

スタシブ1個。

E買噛醤 的
対ンブカード v

ーμ~..，‘ -r....... 

司9

スタンプ20個で

代金1αコ円分として副周司。

"二百~ .11 、
'句.掴

_.川

d ‘ 
白 Jιh品.
、 I "'J 
・也 宅*
何~

A・.'" 悶・白
川、‘帽 3

.~" .::.'‘Z 

平
成
昨
年
度
市
民
。
ホ
ス
ト
の
運
用
状
況

さ
ん
か

24件

9件

15件

皆さんからいただいた

意見・提言など

[内訳]

回答したもの

ショッパース‘大洲庖(北只)

回答を要しなかったもの
措置名などのため図書できなかったものを含みます。

.室長沼買ゆEヨ~2，品謹白調扇長ヨ岨E

高等t:!"l;:!."'.
a待毎(."C曹司"

や
水
洗
ト
イ
レ
を
整
備
し
、
砂
場

に
犬
が
フ
ン
を
し
な
い
よ
う
柵
の

設
置
を
(
却
歳
女
性
・
肱
北
)

-
路
上
へ
の
無
断
駐
車
を
取
り
締
ま

っ
て
ほ
し
い
(
却
歳
女
性

・
喜
多
)

。
図
書
館
の
充
実
V
市
職
員
採
用
予

定
や
実
績
を
市
ホ
1
ム
ペ
l
ジ
に

掲
載
し
て
ほ
し
い

(
匿
名
)

。
農
業
・
林
業
に
目
を
向
け
、
山
間

部
の
遊
休
地
利
用
を
(
匿
名
)

。
市
営
循
環
パ
ス
を
走
ら
せ
て
ほ
し

い

(匿

名

)

な

ど

ご
意
見
・
ご
提
言
は
、
今
後
の
市

政
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
連
絡
先
・
氏
名
な
ど
の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
文
書
や
電
話
な
ど

で
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
財
政
課
広
報
広
聴
係

包

@
2
1
1
1
(内
線
3
2
2
) 企市民ポス トは市役所 1階受付および

各公民館にあります。
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広報ああず 2003 6月号

くらしの情報

:住民基本台帳ネッ同一クシステム】|

第2次サービス開始8月25日から

住
基
ネ
ッ
ト
と
は

全
国
の
住
民
基
本
台
帳
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
び
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
実
現

す
る
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
の
基

盤
と
な
る
も
の
で
す
。

4
情
報
(
氏

名

・
生
年
月
日
・
性
別

・
住
所
)
、
住

民
票
コ

l
ド
と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報

に
よ
り
全
国
共
通
の
本
人
確
認
を
可

能
に
す
る
地
方
自
治
体
共
通
の
シ
ス

テ
ム
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
の
事

務
に
つ
い
て
は
「
住
民
票
の
写
し
」

が
順
次
不
要
に
な
り
ま
す
。

二
雇
用
保
険
の
給
付
、
労
災
保
険
の

一
給
付
、
恩
給
の
支
給
、
児
童
手
当

一
の
支
給
、
不
動
産
鑑
定
士
の
登
録
、

f

建
築
士
の
免
許
な
ど

2
6
4
事
務

住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド

住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド
は
、
本
人

確
認
を
確
実
に
行
う
た
め
の
重
要
な

構
成
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
い

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
持
つ

I
C
カ

ー
ド
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

第

2
次
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①

「
住
民
票
の
写
し
」
の
広
域
交
付

現
在
、
住
民
票
の
写
し
は
住
所
地

の
市
区
町
村
で
の
み
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
第

2
次
サ
ー
ビ
ス
稼
動
後

は
、
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
の
窓
口
で

も
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
請
求
で
き
る
の
は
本

人
ま
た
は
同
一
の
世
帯
員
に
限
ら
れ

ま
す
。
ま
た
請
求
に
は
、
本
人
確
認

の
た
め
、
住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド
ま

た
は
運
転
免
許
証
な
ど
が
必
要
で
す
。

②
転
入
転
出
の
特
例
処
理

こ
の
特
例
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
所
有
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

新
住
所
地
(
引
越
し
先
)
の
役
場
で

カ
l
ド
を
提
示
(
本
人
確
認
)
し
、

転
入
届
を
提
出
す
れ
ば
、
転
入
手
続

き
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
と
き
、
前
住
所
地
の
役
場
に
転

出
届
を
郵
送
す
れ
ば
、
窓
口
に
出
向

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド
の
発
行

申
請
に
よ
り
、
有
料
で
住
民
基
本

台
帳
カ
!
ド
を
交
付
し
ま
す
。
写
真

入
の
カ

l
ド
は
、
身
分
証
明
証
と
し

て
も
利
用
で
き
ま
す
。

住民基本台帳カード
B パージョン Aパージョン

巨三日
大JII"51!11fiI'l5l!回 rno刷ト，_，4-2111

A写真なし

(氏名のみ記載)

住民基本台帳カード

ic:j 大洲市。
2013.1:手8月31臼まで膏鎗

氏名 犬訓花予

ョ・・9邑

住民基本白帳カード

大洲市。ト
2013割問18まで開 A 、九
昭和50零可月1目 盛周食

文猟花予 日Z五日
大猟市大欄690.泊、 」一一一~

大測m..両市民団 TR 0893-24-2111 

企写真あり

(生年月日、氏名、

住所を記載)

一:寸
i

J

B

e

q

z問
先

一

f
J
月

白

「
ポ
4
A

一
e

，

t
l
c
l、
主

巴

民

盤

ヨ

④
住
所
の
方
書
表
示

第
2
次
サ
ー
ビ
ス
稼
動
に
併
せ
て
、

住
民
票
の
写
し
の
住
所
欄
に
は
方
書

(例:・

O
ム
ア
パ
ー
ト

O
号
室
)
も
記

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

金

@

2
1
1
1
(内
線

1
1
7
)
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※緩傾斜地は急傾斜地との連担性が必要

※一戸当たり100万円が交付限度

農
業
生
産
活
動
の
維
持
と
多
面
的
機
能
の
確
保
の
た
め
の

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

平
成
ロ
年
度
か
ら
平
成
日
年
度
ま
で
に
協
定

を
結
ん
だ
臼
集
落
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
約

1
億

5
百
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
と
は
、
山
間
地
域
や

そ
の
周
辺
地
域
な
ど
の
地
理
的
条
件

の
不
利
な
地
域
の
こ
と
で
す
。

こ
の
制
度
は
こ
う
し
た
不
利
な
条

件
を
補
う
た
め
の
も
の
で
す
。
農
業

生
産
活
動
の
維
持
を
図
り
な
が
ら
耕

作
放
棄
地
の
発
生
を
防
止
し
、
水
源

か
ん
養
や
景
観
保
全
な
ど
の
多
面
的

機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
協
定
を
結

ん
だ
集
落
で
の
取
り
組
み
が
平
成
ロ

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
申
請
に
当
た
っ
て
は
、

各
集
落
で
ご
検
討
の
上
、
農
林
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

交
付
金
の
支
給
条
件

.

対

象

農

地

山

間
部
の
生
産
条
件

が
不
利
な
農
地

(各
種
条
件
あ
り
)

.
対
象
行
為

耕
作
放
棄
防
止
な
ど

を
内
容
と
す
る
集
落
協
定
に
基
づ
き
、

5
年
間
以
上
継
続
さ
れ
る
農
業
生
産

活
動A-対象
者

集
落
協
定
に
基
づ
き
、

5
年
間
以
上
継
続
し
て
農
業
生
産
活

動
な
ど
を
す
る
人

集
落
内
で
の
交
付
金
の
配
分

交
付
金
は
、
ま
ず
協
定
集
落
へ
支

払
わ
れ
ま
す
。

傾斜度および交付単価表

区 分 傾斜度
10 T ール
当たり年客員

急傾斜地 1/20以上 21，000円
田
緩傾斜地 1/100以上1/20未満 8，000円

急傾斜地 15度以上 11，500円
t田
緩傾斜地 8度以上15度未満 3，500円

支
払
わ
れ
た
交
付
金
の
お
お
む
ね

2
分
の

l
以
上
が
集
落
の
共
同
取
組

活
動
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
残
り
が

耕
作

・
管
理
面
積
に
応
じ
て
個
人
に

配
分
さ
れ
ま
す
。

実
施
期
間

平
成
ロ
年
度
l
平
成
時
年
度

集
落
協
定
認
定
の
申
請
期
限

6
月
初
日
(
月
)

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
営
農
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線
2
2
5
)



広報ああず 2003 6月号

み
ん
な
の
た
め
に

後
立
て
よ
う

平
成
問
年
度
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り
、

次
の
よ
う
な
も
の
を
整
備
し
ま
し
た
。

獅
子
舞
備
晶
整
備

秋
祭
り
や
、
ロ
ピ
l
展
、
慶
事
で

の
祝
儀
舞
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

くらしの情報

【
整
備
し
た
備
品
】

赤
獅
子
頭
2
頭

一
式
、
ズ
ボ
ン
初

本
、
鯉
口
シ
ャ
ツ
却
枚
、
別
染
パ
レ

ン
6
枚
、
子
ど
も
用
着
物
6
枚
、
ハ

ッ
ピ
却
枚
、
宮
太
鼓
1
本
、
締
太
鼓

l
本
、
テ
ン
ト
l
張

宝
く
じ
回
成
事
業
と
は
っ
・

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民

の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、
社
会

福
祉
、
社
会
教
育
、
体
育
、
環
境
保

護
そ
の
他
公
益
の
増
進
な
ど
に
寄
与

す
る
事
業
で
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
委
員
会
(
公
民
館
)
を
通
じ

て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
助
成
事
業
の
財
源
に
は
、
全

国
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費

と
し
て
受
け
入
れ
る
宝
く
じ
受
託
事

業
収
入
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
宇
山
地
区
の
郷
土
芸
能
と
し
て

継
承
さ
れ
、
秋
祭
り
や
地
域
行
事
な

ど
で
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

獅
子
舞
備
晶
整
備

'ヘ
/圏、-... 戸・‘

【
整
備
し
た
備
品
】

赤
獅
子
頭
一
式
、
宮
太
鼓
1
本、

締
太
鼓
2
本
、
鉄
砲
l
丁
、
横
笛
l

本
、
ダ
イ
パ

(面
・
衣
装
)
各
l
、

ハ面サ
ツ 2)レ
ピ枚衣
15 、装

枚翁拾
~@:i 、
用後紙

衣曹

雲売
よ空

平
地
上
地
区

公
衆
ト
イ
レ
整
備

保
子
野
地
区
の
水
車
小
屋
や
日
浦

地
区
の
お
茶
堂
つ
つ
じ
な
ど
平
野
地

区
内
で
も
見
所
の
多
い
同
地
区
に
、

市
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

【
整
備
し
た
施
設
】

公
衆
ト
イ
レ

面
積
日
・
お
平
方
メ
ー
ト
ル

、...... .
 

…ト
弱

.

』

-aEE--同
九
也

・

…
 .... B
艦

船
…

'

与
艦

用
0

・
n
h静
町
向

島

{昌

ー

ム
J崎

町
…

二
』圃

区
・

川

川岨
1

Bい

F

2
.
 

.
 
‘
 
... E，
 
.. ，d

一圃

・

島
酬

E
F
圃
「
』

の
-

L
副
凹
l
l
t』
円
』

宮
表

.

…
剥
u
F

鵬
…

，r

-J

M
問

1

…
」
序
回J

ご

い.，E
dト
「

ぃ

H

h

H
 

H

大
洲
市
土
地
開
発
公
社
・
財
団
法

日

日
人
大
洲
住
宅
協
会
で
は
、
現
在
、
次

日

"
の
4
団
地
の
土
地
分
譲
を
行
っ
て
い

い

日
ま
す
。

…分
譲
団
地

.

(
平
成
日
年
5
月
山
日
現
在
)
日

ぶ

喜

一一ュ

l
タ
ウ
ン
残
り
日
区
画

“

日

(菅
田
・
富
士
イ
ン
タ
ー
下
り
て
す
ぐ
)
日

日
。

北

只

下

団

地

残

り

3
区
画
H

.

(
北
只
・大
洲
南
イ
ン
タ
ー
下
り
て
す
H

M

ぐ
)

い

れ
ヤ
な
せ

Ha--
梁

瀬

団

地

残

り

1
区
画

日

日

(柚
木
・
肱
南
イ
ン
タ
ー
下
り
て
す
ぐ
)
日

H

・
a

・

若

宮

用

地

新

規

2
区
画

日

日

(
若
宮
・若
宮
下
1
区
)

い

ま
す
は
お
問
い
合
わ
ぜ
く
だ
さ
い
!

日

日
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

…
大
洲
市
土
地
開
発
公
社
・
財
団
法
人

日

日
大
洲
住
宅
協
会

n

n

g
@
2
1
1
1
(内
線
2
6
1
)
日

，
 

•••••••••••••••••••••• 

、
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広報おおず 2003 6月号

環境とくらし

き

「
矢
落
川
浄
化
事
業
」

p
u
p
tJL
 

肱
北
・

喜
多
地
区
の
生
活
排
水
の
多
く
が
流
さ
れ

て
い
る
砕
鈴
川
沿
い
(
東
大
洲
)
に
水
質
浄
化
施
設

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
矢
落
川
の
水
質
は
、
基
準
地
点
の
白
川
橋

(J
R
五
郎
駅
前
)
に
お
い
て
環
境
基
準
を
満
足
さ
せ

る
も
の
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
浄
化
施
設
の
設

置
に
よ
り
、
矢
落
川
・

生
々
橋
地
点
の
環
境
基
準
を

満
た
す
だ
け
で
な
く
、
十
夜
ケ
橋
地
点
の
水
質
も
大

幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
事
着
手
は

6
月
頃
で
、
完
成
は
平
成
時
年
度
中

の
予
定
で
す
。
工
事
中
は
、
な
に
か
と
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

国
土
交
通
省

大
洲
河
川
国
道
事
務
所

水質浄化施設完成イメージ

水をきれいにするために、「接触酸化法」

という方法が用いられます。これは 、石 、

プラスチック、貝殻などに付着した微生物

に汚れの成分を食べさせる浄化手法です。

今回の工事では 、第一期計画として25メ
ートルプール程度の浄化槽を地中に2基設
置します。(この絵はイメ ジです。 完成時と

は多少異なリます。)

主松山

¥ 問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

工
務
第
一
課

企
@
5
1
8
5

6 

企水質浄化施設が設置される都谷川

改
正
道
路
運
送
車
両
法
が

4
月
1
日
に
施
行

不
正
改
造
車
の
排
除
強
化
を
目
的

に
、
「
不
正
改
造
そ
の
も
の
を
禁
止
」

し
、
「
不
正
改
造
車
に
対
す
る
整
備
命

令
制
度
を
強
化」

す
る
改
正
道
路
運

送
車
両
法
が

4
月
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
今
後
と
も
警

察
庁
、
自
動
車
検
査
独
立
行
政
法
人
、

軽
自
動
車
検
査
協
会
な
ど
の
関
係
団

空足足息足だ完見広見Jむ

みんなで防ごう土砂災害

体
と
協
力
し
、
人

に
危
害
を
及
ぼ

し
、
環
境
に
悪
影

響
を
与
え
る
不
正

改
造
車
の
撲
滅
に

務
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
運
輸
支
局
整
備
課

8
0
8
9
・
9
5
6
・
1
5
6
1

集中豪雨は予想、できないことが多い

ので、大雨情報を聞いたら早めの準備

が必要です。特に雨に弱い土地では、

避難体制を整えておき、いつでも安全

に避難できるようにしましょう 。

早めの自全対策をとろう!
4砂雨どいや側溝を掃除して流れをよくしておく

.停電に備え懐中電灯や携帯ラジオを用意する

.ラジオ、テレどなどの天気予報や防災情報に注意

。家族で避難場所を決め、非常持ち出し品をまとめておく



広報おおず 2003 6月号

環境とくらし

水
6月1日(目1)-7自己t)

安心
水道週間

届:砂ます未来に

悪
質
な
業
者
に
は
ご
注
意
を
1

「
水
道
水
を
調
べ
て
い
る
」
な
ど

と
水
質
検
査
を
装
っ
た
り
、
「
水
道
課

の
指
導
で
・
:
」
な
ど
と
公
的
機
関
か

ら
の
訪
問
を
装
っ
た
り
し
て
水
を
検

査
し
た
後
、
塩
素
反
応

(
注
)
を
悪

用
し
て
水
に
色
を
つ
け
、
「
こ
の
水
は

有
害
で
す
」
な
ど
と
言
っ
て
、
浄
水

水
は
生
命
の
源
で
す

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

水
の
大
切
さ
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

水道エ事は市指定の業者へ

水道は、安全な水を供給するため法律に

よって厳しく管理されています。水道の新

設・修理などの工事を行うときは、必ず指

定給水装置工事事業者へ依頼してください。

企安全な水道水を皆さんにお届けします。

器
の
購
入
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
ま

日

す
。

日

水
道
課
な
ど
の
公
的
機
関
で
は
、

日

訪
問
販
売
で
物
品
を
売
っ
た
り
、
業

日

者
に
販
売
を
委
託
し
た
り
す
る
よ
う

“

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

い

な
業
者
が
訪
ね
て
来
た
ら
十
分
に
注

日

意
し
て
く
だ
さ
い
。

-

注
・
:
水
道
水
に
は
、
消
毒
の
た
め
の

い

塩
素

(健
康
に
影
響
の
な
い
量
)
が

日

入

っ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
塩
素
に

い

反
応
す
る
検
査
薬
を
水
道
水
に
入
れ

い

る
と
、
当
然
色
が
つ
く
な
ど
の
反
応

日

が
起
こ
り
ま
す
。

日

問
い
合
わ
せ
先

日

水
道
課

岱
@
3
7
5
3
(直
通
)

υ

でま

-

m本

。

道

・

水

・

+」
。

.

せ

・

わ

-

A

山口

“

お

・

ヲ也

.

す

リ

関道

・

水

川

※

。

市内の指定給水装置工事事業者

業 者 名 所在地 電 話

伺ア サ ノ設備 北只 24-0783 
淳 山水 道 工事庖 田口 24-2583 
備)いの水道設備 田口 24-2216 
伊 予 屋 住 設 大洲 24-2541 
(有)内田電気水道設備 徳森 25-2858 
大 塚 鉄 工 所 新谷 25-0300 
岡福水道工事庖 田口 24-3656 
(有)オクダ設備 新谷 25-4107 
(有)神田鉄 工所 東大洲 24-4122 
神 南 設 備 菅田 25-4684 
伺菊地浄化槽センタ ー 五郎 24-0013 
城 P 電 業 社 徳森 25-2944 
久 1呆 鉄 土 所 八多喜 26-0537 
備) 佐々木鉄工 春賀 26-0875 
イを 藤 水 道 庖 中村 24-4410 
上 甲 建 設 (槻 菅田 24-5914 
谷本建設工業側 平野 24-5161 
中 央 建 設 』初 柚木 24-3556 
(槻 土居 鉄 土所 東大洲 24-4519 
徳 フ木忙木 E安 備 徳森 25-4023 
備)南予水道住設 若宮 23-2352 

側 西 田 興 産 徳森 25-0211 
西 田 水 道 庖 八多喜 26-0265 
情)星加水道設備 八多喜 26-0020 
松 浦 建 設 側 菅田 25-5335 
(有) 丸 電 工 業 若宮 24-5351 

伺 原 設 僑 大 洲 24-3783 

側
「邑占「
フE 建 設 新谷 25-0242 

村 上 工 業 側 若宮 24-3141 
(槻四電 工大洲営業所 北只 24-4595 
好 崎 鉄 工 米津 26-0720 

よく確認しましょう

下水道排水管の清量=士

勧誘業者に注意!

最
近
、
市
内
の
住
宅
地
で

「市
役

所
か
ら
依
頼
さ
れ
た
」
と
言
っ

て、

下
水
道
の
排
水
設
備
の
点
検
・
清
掃

作
業
の
勧
誘
を
す
る
業
者
が
出
回
っ

て
い

る
よ
う
で
す
。

各
家
庭
の
判
断
で
費
用
を
負
担
し

て
清
掃
や
点
検
を
依
頼
す
る
こ
と
自

体
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
で

は
各
家
庭
の
排
水
管
の
点
検
・
清
掃

に
つ
い
て
業
者
に
委
託
や
依
頼
は
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課

合

@
2
1
1
1
(内
線

2
5
1
)
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健康に関する情報

健
康
は
毎
年
チ

-
度
の

工

ク
か
ら

ツ

国
保
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
8
割
を
助
成
し
ま
す
。

申
し
込
み
定
員
は
1
8
0人
程
度
で
す
。
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
受
付
期

間
は
、

6
月
5
白
か
ら
ぬ
日
ま
で
で
す
。

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
を
対
象
に
人
間
ド

ッ
ク

受
診
費
用
の

8
割
を
助
成
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
病
気
な
ど
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
人
間
ド

ッ

ク
を
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
診
で
き
る
人

A
V
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
血
マ
平
成
日
年
4
月
1
日
現
在
で
、
満

お
歳
以
上
叩
歳
未
満
の
人

(た
だ

し
、
既
に
老
人
医
療
受
給
権
者
に

な
っ
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。
)

-
平
成
比
年
度
に
病
気
な
ど
で
入
院

治
療
を
受
け
て
い
な
い
人

-
国
民
健
康
保
険
税
を
完
全
に
納
付

し
て
い
る
人

受
診
者
の
負
担
額

男
性

9
、
0
0
0
円

女
性

9
、
5
0
0
円

定
員

1
8
0
人
程
度

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
抽
選
結
果
は

7
月
上
旬
に
郵

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
診
期
間

平
成
日
年
7
月
山
日
か
ら

平
成
時
年
2
月
却
日
ま
で

申
し
込
み
受
付
期
間

6
月

5
日
1
6
月
初
日

持
参
品

保
険
証
、
印
鑑

O
こ
の
受
診
結
果
は
今
後
の
保
健
指

導
に
役
立
て
る
た
め
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
資
料
と
し
て
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

O
受
診
す
る
人
が
決
ま

っ
た
ら
、
市

役
所
保
険
環
境
課
か
ら
「
受
診
券
」

を
送
付
し
ま
す
。

O
受
診
す
る
日
時
は
、
医
療
機
関
と

直
接
相
談
し
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
国
保
係

公

@
2
1
1
1
(内
線

1
6
5
)

<受診できる医療機関(順不同)>
医療機関 電話番号 実施期日 婦人科検診

市 立大洲病院 24-2151 月~金 当院内

喜多医師会病院 25-0535 月~金 院外

大洲中央病院 24-4551 月 ・木~日 院外

加 p 病院 24-5101 月~金 院外

大洲記念病院 25-2022 月~金 院外

自由に選べますこんなにお得です く受診費用の内訳>

ミ
受診者 国保

負担額 助成額 費用額

(2割) (8割)

男性 9，000円 36，000円 45，000円

女性 9，500円 38，000同 47，500円

※祝日は受診できません。

旧日本赤十亨社救護・旧陸海空軍従軍

看護婦の皆さんヘ

内閣総理大臣からの書状を贈呈しま

請求期限は平成17年3月末まで

耳寄りなお話です

難聴医療・補聴器

無料
6月1日(日)
午前10時~午後3時

先の大戦で戦地などに派遣され戦時衛生勤務

に服された「旧日本赤十字社救護看護婦」、「旧

.陸海空軍従軍看護婦」の皆さん(慰労給付金受

給者を除く)に対して、そのご労苦に報いるた色

め内閣総理大臣の書状を贈呈しています。

請求用紙の詰求先

社会福祉課庶務係 企 24-2111 内線 181

|ご本人 ・ご家旗などか5のご連絡をお待ちしています。|

相談内容

聴力測定、使用補聴器の点検調整、最新補聴器の試聴、耳

の医療相談、いろいろな福祉制度の相談など

医療相談 西原信成医師 (西原耳鼻咽喉科)

福祉相談 難聴者協会役員

要約筆記ボランテイア「オリーブ大洲」

相談場所 市総合福祉センター (東大洲) ~23-0294 

主催 ・問い合わせ先

NPO愛媛難聴者協会大洲支部

8 

合 03-5253-5182 

......................................1 
総務省大臣官房管理室

~24-5398 (的白)
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広報ああず 2003 6月号

高齢者福祉情報シリーズ

今月からスタートします!

あれ・・・ 4 

ヶこL志、と一《

七つにか拡あ Y

第6固痴呆とは…?

耳tJ"国ヲ『
」え吃てL¥.. 

@tJ'/j、すむ・..

だれにでも 足晦tJ'~j<::なっ 1ë:.. .

年齢とともにこのような症状があらわれます。

脳 も例外ではありません!

「わしが痴呆になるわけないじゃろリ

こんな思い込みをしていませんか?

年のせいだから

仕方がないのかな?

1病気の原因を見つけること
2早い時期に対処すること

正しい理解、症状を考えた配慮と工夫で症状が緩和し、進行が止まることもあります。

最寄りの在宅介護支援センターに相談しましょう。
r-ーーーーー-------ー園田園田園田園田園ーーー圃----ーー圃園田ーーー圃圃圃-27・ーーーーーーーーーーー圃~，

在宅介護支援センター 在宅介護支援センタ一 一一

ひまわり ィ衣 社会福祉協議会
〆乍ごzι4占iよltk1::

徳森1512-1
ft25-3438 

在宅介護支援センター

フレンド
東大洲39
ft23-5300 

-. 
担当地区は 平・官田・大川

特別養護老人トムとみす寮内

大洲810-1
ft24-1753 

在宅介護支援センタ一

審 賀

春賀甲1665
ft26-1471 

担当地区は 肱南・久米・平野・南久米

担当地区は 肱北・喜多・柳沢・新谷 担当地区は 三善・八多喜・上須戒AL__________ー園園田園-----園----ーーーーー
福祉サービスで知りたいこと、日常生活で相談したいこと、いつでも何でもお気軽にご相談くださいね!
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教育委員会

(総務課学校教育課)
人権問和教育室
社会教育体育課

-ヨ盟・

大洲喜多地区教育委員会

連絡事務所

自衛隊
大洲募集事務所

書庫

車庫

電子計算室

企入口

農林課
土地改良区

連
絡
廊
下

防災行政無線室

農業委員会

庫

控室2

控室1

書

10 

市
役
所
に
は
、
た
く
さ
ん
の
課
や
係
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
で
手
続
き
し
た
ら
い
い
の
か
、
分
か
ら
な
い

と
き
は
、

1
階
総
合
案
内
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ステージ

多目的ホール

:t整イ璽l去住;
す主王 P、，u挙 1 両当弓=二

治水課 :董ン黛:票煽 l 
打ち合せ室l__________i 卜 ; 荘会 ; 

. .  国・

4入口

別館 1 階

A入口

二

出
|
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電話べんり帳
市役所・連絡所・公民館

大洲市役所 24-2111 大洲690-1

中央公民館 24-3161 大洲1甲 5

久米公民館 23-3527 阿蔵甲466-2

肱北公民館 24-6302 中村618-1

平公民館 25-1131 徳森2280-2

平野連絡所 (公民館) 24-2431 平野町平地25-3

南久米連絡所 (公民館)24-2208 北只58

菅団連絡所 (公民館) 25-2901 菅田町菅田甲740

大川連絡所 (公民館) 27-0200 森山甲437-1

柳沢連絡所 (公民館) 25-2400 m5，尺申738

新谷連絡所 (公民館) 25-0024 新奇乙1507-3

三善連絡所 (公民館) 26-0120 春賀甲950

八多喜連絡所 (公民館)26-0145 八多喜町甲63-2

上須戒連絡所 (公民館)26-0146 上須戒甲1277-1

暮らし関係

肱南浄化センター 23ー3090阿蔵甲1567

大J洲J豆同E ・喜多衛生事務組
合流園 26-0200 米津1-2

大洲市・長浜町環境セ 26-1615 八多喜町乙1263ンター

大洲市斎場「肱陵苑」 59-1581 西大洲甲2085-1

不燃物埋立地 24-7053 長谷30

基幹集落センヲ 27-0522 蔵川甲2236-2

農村活性化センヲー 25ー1266回処甲213

大洲市管工事協同組合 23-3398 大洲891-1

四国電力大洲営業所
0120-

若宮535-2
410795 

汲取り受付センター 25-1010 

駅

J R伊予大洲駅

宇和島パス大洲営業所 124-21711平野町野田3361-1

伊予鉄南予パス
大洲営業所

福祉関係施設

総合福祉センター

老人福祉センタ

ミーシルバ一人材セン
1;ー

デイサービスセンター

社会福祉協議会

愛育ホーム

保健センター

大洲学園

清和国

幸楽園

大洲育成園

特別養護寮老人ホーム
とみす

大洲隣保館

大洲福祉会館

大洲市地域子育て支援
センヲー

23-0294 東大洲270-1

23-0312 。

23-0294 '" 

23-0313 。

23-0313 '" 

23-2347 '" 

23-0310 ペシ

25-2025 市木1005-1

25-5336 市木1218

24-3075 西大;州甲911

25-5251 市木1215

23-0210 大洲810-1

24-6100 東大洲53-1

25-0947 新谷乙688-1

23-2300 大;州810-1

観光施設 ・駐車場

大洲市観光協会

まちの駅あさもや

おおす赤煉瓦館

臥龍山荘

大洲家族プ旅場行村オート
キャン ・コテージ

フラワー /~ー クおおず

肱北駐車場

スポーツ関係

総合体育館

徳森公園

八公幡園浜・大洲地区運動

運動公園プル

文化 ・教育施設

図書館

博物館

市民会館

毛利記念館

社会教育セン1;ー

4見1車覚センター

文イヒ目刑~センター

f恵森児童センター

大洲児童館

喜多児童館

大洲少年自然の家

学校給食センター

国の機関 ・その他

国土交通省
大洲河川国道事務所

国土交通省肱川出張所

大国土洲交国進通省出張所

日本道路公団大洲事務所

愛媛食糧事務所大洲支所

農政局統計情報事務所
大;州出張所

大洲簡易裁判所

大;州区検察庁

法務局大洲支局

大洲税務署

大洲公共職業安定所

自衛隊大洲募集事務所

国立大洲青年の家

県の機関

大洲福祉課

大洲土地改良課

大洲普及室

大洲土木事務所

大洲林業課

大洲保健所

消 防
24-2664 大洲649-1

24-7011 。 消防本部 24-0119 大洲1034-4

24-1281 大洲60

24-3759 大洲411-2

火』災』 ・災害の問
火災 ・災害時に

24-7000 場所や様子を知
いロ わせ らせます

23-2384 菅田町大竹乙938-1
救急当番病院

『、

59-1150 西大;州甲1766-7

24-2506 中村262-1
(月 ・火)

大洲病院
24-2151 西大洲甲570

24-6255 若宮625-4

(水)
加戸病院

24-5101 若宮548

25-1131 徳森2280-2

23-5524 平野町野田
乙1651

24-4704 '" 

(木)
大洲記念病院

25-2022 徳森1512

(金~日)
人主洲中央病院

24-4551 東大洲5

24-4419 大洲678-1 警察関係

24-4107 中村618-1
大洲警察署 25-1111 東大洲1686-1

24-4105 大洲891-1

24-2851 中村435 肱北交番 24-3498 若宮528-1

24-6302 中村618-1
平野駐在所 25-2411 西大洲甲5-14

24-3161 大洲1甲 5

59-1256 若宮351-2 菅田駐在所 24-4000 
菅田町菅田

甲1972

25-4735 徳森1809-1
森山駐在所 27-0300 森山甲1104-5

24-2285 大洲898-1

24-2722 若宮625-4 柳沢駐在所 25-2811 柳沢甲751-1

26-0831 上須戒丙576

25-5224 市木797
新谷駐在所 25-0710 新谷乙1403-5

八多喜駐在所 26-0101 八多喜町甲64-2

24-5185 北只1503-1

25-4649 新奇甲980-1
ヤングテレホン 25-4976 

いじめ ・非行の

相談

24-3253 北只164

24-1191 東大洲市0-1 郵便局

24-4195 東大洲250-1 大洲郵便局 24-3830 大洲728-1

24-3023 田口甲2022-7 若宮郵便局 24-4983 田口甲7-3

24-2038 大洲845 徳森簡易郵便局 25-3110 徳森2535-5

24-2415 大洲845-3 平野郵便局 24-4982 平野町野田142-1

24-4155 田口甲2022-18 北只郵便局 24-4984 北只73-5

24-3115 大洲689 菅田郵便局 25-5301 菅田町菅田甲730

24-3191 中村210-6 大川郵便局 27-0001 森山甲699-7

24-4123 大洲690-1 成能簡易郵便局 27-0431 成能甲891-2

24-5175 北只1086 柳沢郵便局 25-0344 f~P5.尺甲742-3

田処簡易郵便局 25-3657 田処甲704

24-5181 田口甲425-1 新谷郵便局 25-0125 新奇町94-3

24-4118 '" 三善簡易郵便局 26-0214 春賀甲950

24-4125 。 八多喜郵便局 26-0001 八多喜甲39

24-5121 。 上須戒郵便局 26-0300 上須戒甲1290-8

24-4131 4シ

24-3165 。



この大会は、初心者でも気軽に参加できるよう、

比較的やさしいコース設定になっています。

この夏の思い出に、皆さんぜひご参加くださし、。

町、
aふι4晶画b・
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出
場
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催
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催
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V
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ス
イ
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l
o
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ラ
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学
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・
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校
生
部
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ス
イ
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2
0
0
m
↓
バ
イ
ク
叩
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↓
ラ
ン

4
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【
{
疋
ロ
貝
】
1
5
0
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(
各
部
門
の
合
計
)

【
参
加
費
】

l
、
0
0
0
円
(
駅
伝
は

l
チ
l
ム

3
、0
0
0
円
)

【
申
し
込
み
受
付
期
間
}

6
月
2
日
か
ら
7
月
日
日
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
教
育
委
員
会
内
・
ジ
ュ
ニ
ア

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
実
行
委
員
会

大
洲
市
大
洲
6
9
0
番
地
の

l

E
@
2
1
1
1
(内
線
5
5
4
)

お
接
待
の
心
と
人
を
思
う
心

四
国
路
で
は
、
春
の
訪
れ
と
と
も

に
八
十
八
ケ
所
巡
拝
の
お
遍
路
さ
ん

で
賑
わ
い
を
見
せ
始
め
ま
す
。

最
近
は
、
ひ
と
こ
ろ
よ
り
歩
き
遍

路
が
年
々
増
え
、

一
年
を
通
し
て
、

大
洲
で
も
国
道
や
旧
道
筋
で
お
遍
路

さ
ん
の
姿
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

お
四
国
参
り
を
す
る
こ
と
で
心
が

い
や癒
さ
れ
、
一
カ
寺
、
ず
つ
巡
る
間
に
悩

み
や
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と

を
願

っ
て
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
全

国
各
地
か
ら
、
時
に
は
外
国
の
人
の

遍
路
姿
を
見
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
こ
の
「
お
四
国
参
り
」
と
共

に
、
「
お
接
待
」
と
い
う
言
葉
も
生
ま

れ
、
累
々
と
し
て
永
い
時
空
を
生
き

続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
お
接
待
に
つ
い
て
、
昨
年
新

谷
中
学
校
2
年
(
現
3
年
)
亀
岡
那

美
さ
ん
の
「
五
つ
の
ア
メ
玉
」
と
題

し
て
書
か
れ
た
作
文
が
、
「
小
さ
な
親

切
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別
優
秀

賞
と
し
て
全
国
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

亀
岡
さ
ん
は
そ
の
中
で
、
家
族
に
連

れ
ら
れ

6
歳
か
ら
4
年
か
け
て
四
国

八
十
八
ケ
所
を
ま
わ
り
、
そ
の
時
お

接
待
を
受
け
た
体
験
か
ら
「
私
も
何

か
お
遍
路
さ
ん
に
お
返
し
し
た
い
」

と
の
思
い
で
、
「
五
つ
の
ア
メ
玉
や
ア

サ
ガ
オ
の
種
」
な
ど
を
袋
に
入
れ
て

お
接
待
を
し
続
け
て
き
た
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
(
広
報
お
お
ず
2
0
0

(-) 
3
年
1
月
号
)

昔
は
、
毎
年
3
月
の
お
彼
岸
ご
ろ

き
か
ず
品
A
W

に
な
る
と
、
チ
リ
紙
に
盃

一
杯
の
米

と
小
銭
を
入
れ
、
お
遍
路
さ
ん
が
通

る
と
「
ど
う
ぞ
」

と
差
し
出
す
の
は
、

子
ど
も
の
仕
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
お
接
待
の
心
に
つ
い
て
作

家
の
早
坂
暁
さ
ん

(北
条
市
出
身
)

は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
や
し
の
国

八
十
八
ケ
所
遍
路
」
の
中
で
、
「
お
遍

路
さ
ん
の
接
待
と
は
八
十
八
ケ
所
参

り
が
出
来
ぬ
我
が
身
代
わ
り
に
お
参

り
し
て
頂
く
こ
と
が
根
底
に
あ
る
。

も
う

一
説
は
、
自
分
の
諸
悪
を
託
し

て
一
肩
代
わ
り
し
て
も
ら
う
た
め
」
と

講
演
し
て

い
ま
す
。
お
接
待
を
す
る

こ
と
で
心
が
浄
化
さ
れ
る
の
で
す
。

「
環
境
が
人
を
つ
く
る
」
と
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
弘
法
伝
説
や
お
接

待
の
風
習
が
色
濃
く
残

っ
て
い
る
地

域
で
は
、
環
境
が

「人
を
思
う
心
」

を
育
て
て
い
く
し
、
こ
れ
ら
が
地
域

の
教
育
力
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
家

庭
に
お
い
て
も
、
人
を
思
う
心
が
先

祖
を
大
切
に
し
、
親
を
大
切
に
し
、

命
を
い
と
お
し
む
心
に
つ
な
が

っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

亀
岡
さ
ん
の
作
文
は
「
お
接
待
の

心
」
を
通
し
て
「
人
を
思
う
心
」
の

大
切
さ
を
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

(
次
号
に
続
く
)



現況!届

児
童
手
当
を
現
在
受
給
し
て
い

る
人
へ

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を

6
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

6
月

末
ま
で
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は

最
寄
り
の
連
絡
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
や、

6
月
1
日
現
在
の

養
育
の
状
況
な
ど
を
毎
年
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す。

児
童
手
当
の
受
給
条
件

義
務
教
育
就
学
前
(
平
成
9
年
4

月
2
日
以
後
生
ま
れ
)
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
こ
と
。

受
給
条
件
に
該
当
す
る
人
で、

ま

だ
児
童
手
当
の
申
請
を
し
て
い
な
い

広報ああず 2003 6月号

くらしの情報

人
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
が
二
疋
以
上
の
人

は
該
当
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
公
務
員

の
人
は
、
勤
務
先
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
つ
い
て

A
V
届
出
は
毎
年
必
要
で
す
。

所
得
や
養
育
の
状
況
に
変
化
が
な

く
記
入
内
容
が
昨
年
と
同
じ
の
場

合
で
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
引

き
続
き
受
給
資
格
の
あ
る
人
で
も
、

期
限
内
に
現
況
屈
を
提
出
さ
れ

な
い
と

6
月
分
以
降
の
手
当
の

支
払
い
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

-
現
況
届
の
書
類
は
、
郵
送
で
お
届

け
し
ま
す
。

-
受
給
条
件
を
満
た
し
て
い
る
の
に

6
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が
届

か
な
い
場
合
は
、
社
会
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出

・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
庶
務
係

合
⑫
2
1
1
1
(内
線
1
8
1
)

一時保育

事業

お
子
さ
ん
を

お
預
か
り
し
ま
す

一
時
保
育
事
業
と
は
?

保
護
者
の
労
働

・
職
業
訓
練
・
就

業
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育
に

支
障
が
生
じ
た
場
合
に
お
子
さ
ん
を

お
預
か
り
し
ま
す
。
保
育
は
、
原
則

と
し
て
平
均
週

3
日
を
限
度
と
し
、

断
続
的
に

1
日
単
位
で
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
病
気
・
け

保
育
時
間

午
前
8
時
却
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で

※
さ
ら
に
、
平
日
は
午
前

7
時
却
分

か
ら
午
後
6
時
ま
で
、
土
曜
日
は

午
前
7
時
却
分
か
ら
午
後

5
時
ま

で
延
長
保
育
も
可
能
で
す
。

利
用
料

子
ど
も

一
人
に
つ
き

ー
日
1
、
0
0
0
円

が

・
出
産
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
急
に
家
庭
保
育
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
に
も
、
お
子
さ
ん
を

一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

対
象
児
童

零
歳
児
か
ら

就
学
前
の
児
童
ま
で

剣類の登録

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
乳
児
保
育
所
(
田
口
)

合

@

4
4
1
8

※
改
築
の
た
め
、

6
月
下
旬
か
ら
旧

大
洲
保
育
所
に
一
時
移
転
予
定
で

す
。

1シ ちょっとそこ柁型企阜、，0， 
、~竺~グルメにエステにショッピング。 韓国には魅力がいっぱい! ! 

) 県内唯一の国際定期航空路線を、ぜひご利用ください!!
運航スケジュール

※都合により5月13日から6月1日まで運休となります。(5月12日現在)

銃砲万剣類を発見 したときは、速やかに発

見届を最寄りの警察署の生活安全課に提出し、

銃砲万剣類発見届出済証の交付を受けてくだ

さい。その後、発見者(所有者)自身が銃砲

刀剣類を持参し、登録手続きをしてください。

[日時]

毎月第3水曜日 (祝日の場合は翌日)

0万剣類 午後 1時から午後4時ま で

O古式銃砲 午後3時から午後4時まで

[場 所]

愛媛県庁 第一別館

[持参するもの]

0銃砲万剣類発見届出済証
O当該銃砲刀剣類
0身分証明書(運転免許証、健康保険証など)
O愛媛県収入証紙
-登録申請 l件につき 6，300円分

.登録証再交付申請 l件につき

3，500円分

※愛媛県収入証紙は伊予銀行各支庖で取り扱

っています。

※銃砲万剣類は、発見時の状況のまま持参し

てください。

[問い合わせ先]

愛媛県教育委員会 文化財保護課

金 089-912-2976

9階会議室

13 
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ごあんない

博〉物館 からの
ふ
る
さ
と
見
聞
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

平
成
日
年
度
「
ふ
る
さ
と
見
開
講

座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、

一
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
に
郷
土
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
く
も

の
で
す
。
た
と
え
ば
、
他
の
地
域
に
出

か
け
て
い
ろ
い
ろ
な
所
を
見
学
し
た

り
、
講
師
の
話
を
聞
い
た
り
し
ま
す
。

今
年
度
も
様
々
な
内
容
の
講
座
を

開
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

平
成
日
年
7
月
1
平
成
同
年
1
月

講
座
開
催

講
座
は
、
毎
月

l
回

(計

7
回
)

開
催
予
定
で
す
。

1
回
あ
た
り
の
所

要
時
間
は
、
講
義
で
約

2
時
間
、
現

地
見
学
で
約

8
時
間
で
す
。

募
集
期
日

6
月
却
日
間

費
用

実
費

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
立
博
物
館
見
開
講
座
係

包
⑫
4
1
0
7

が
l
デ
ノ

r
‘

ー

写

真

展

ウ
ォ
ッ
チ
ン
ク

作
晶
写
直
{
を
募
集
し
ま
す

今
年
は
、
ガ

1
デ
ニ
ン
グ
を
テ
ー

マ
に
し
た
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
自
慢
の
ガ

l
デ
ニ
ン
グ
や 企 「ふるさ と見開講座J屋外研修の様子

、J

治ん句集号宛ノ
回目回園田国

J 

中央公民館

企24--3161

盆
栽
、
花
の
写
真
な
ど
を
多
数
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

長」い
。

写
真
テ

l
マ

ガ
ー
デ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

写
真
サ
イ
ズ

2
L
、
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ

応
募
方
法

博
物
館
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
品
写

真
を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

7
月
6
日
但

応
募

・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
立
博
物
館

写
真
展
作
品
係

企
@
4
1
0
7

教 室名 実施 問 い 合 わ せ先

(講師名) 日 時 そ の イ也

英会話 第1・3火曜 H24-3161 (中央公民館)

(紺田満徳) 午後7時~ 初心者向き。外国人教師も遊びに来ます。

料 E里 第2・4木曜 怨24-3161 (中央公民館)

(植木照子) 午後7時~ 材料費は1固につき800円です。

~ 道 第1・3水曜 H24-3161 (中央公民館)

(平井繁義) 午後7時~ 材料費は1固につき800円です。

バドミン トン 毎木 曜 公25-4531(矢野雄三)

午後8時~ ラケットは吾自で用意してください。

場所は大洲市体育セン空ー(平野運動公圏内)

[大人向け]

.・ 女性の人権問題に関する

12時間電話相談
0120・025-550通話料無料7リー夕、、イヤIv

※いつからでも参加できますが、人数によりお断り する場合もあ

りますのでご了承 ください。また、講師の都合などにより開催

日を変更することがあります。

6月27日(金)
午前 9時~午後 9時

教室名 講 師名 対 象 用意するもの 開催時期など

絵 画
城ノ戸和夫 2年生 函板 (1) 7月以降の第2・4土曜に

小J華マスミ 以上 4B鉛筆 開催します。

(2)時聞は午前9時~午前

英会話
高瀬 吉孝 4年生

筆記用具
11時(冬期は午前9時30

高瀬明子 以 上 分~午後11時30分)

大洲市卓球 4年 生
(3) 6月11日附までに通学

卓 球
ラケット している学校へ申 し込

協 会会員 以 上 運動靴(室内用) んでください。
」 一一

[小学生向け]
女性の人権問題に関するあ らゆる相談

夫やパートナーからの暴力 (DV)、セクシュ

アル・ハラスメント、ストーカ一行為、男女差

別、離婚な どの家庭内問題など

相談内容

(弁護士資格のある者を含む。)人権擁護委員

法務局職員

相談担当

主 催 松山地方法務局

: 愛媛県人権擁護委員連合会
:. . . ・••••••••••••••••••••••••••••• 
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連載シリーズ

え
ひ
め
女
性
財
団
で
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
自

主
的
に
活
動
し
て
い
る
女
性
グ
ル
ー

プ
・
団
体
に
対
し
て
、
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
次
の
①
l
③
の
い
ず
れ
か

を
選
び
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

①
継
続
活
動
へ
の
助
成

活
動
経
費
の

5
分
の
4
以
内
で
、

叩
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

②
講
演
会
な
ど
へ
の
助
成

講
演
会
な
ど
の
開
催
経
費
の

5

分
の

4
以
内
で
、

3
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

③
講
師
派
遣
事
業

講
演
会
な
ど
へ
講
師
を
派
遣
し

ま
す
。
講
師
謝
金
や
旅
費
を
え
ひ

め
女
性
財
団
が
負
担
し
ま
す
。

募
集
期
間

継
続
活
動
(
①
)
へ
の
助
成

6
月
初
日
ま
で
(
当
日
消
印
有
効
)

講
演
会
な
ど
(
②
、
③
)

へ
の
助
成

平
成
時
年
2
月
末
ま
で
随
時

(開

催
日
の

1
カ
月
前
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。)

園
、
県
、
市
町
村
な
ど
他
の
団
体

か
ら
助
成
を
受
け
て
い
る
活
動
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
内

財
団
法
人
え
ひ
め
女
性
財
団

宮

0
8
9
・

9
2
7
・

5
1
1
1

*シυーズおおずの女性 合合合合合合合合合合
• J申

告 - * 

i輝 iLBで今z j
• I申

告 *

:女は… 男は… VOL. 70 : 

事思い込んでいまぜんか? 毒
事 E申

告 私たちが当然のことと思い込んでいた「男らしさJr女ら E申
告 しさjや性役割は、実は絶対的なものではありません。こう 珠

修 した社会的・文化的につくられた性のあり方のことを「ジェ E申

告 ンダー」と言います。 I申

告 *
fジェンダー・チェック 、f 拘 iI砂

川 家庭で Yしてみましょう 1* 
.1口 妻が外出すると夫の機嫌が悪い . - 珠

.1口 子育てや教育は母親の役目だ、親の介護は嫁の務めだ 1 :降
板 |口 妻は働いても、家事に支障のない範囲にすべきだ 1 :時

事 |地域で |毒

事 |口 町内会や自治会の会長になるのは、当然男性だ | 

宇 |口 会合で座る場所は上座が男性で、下座が女性 |守
主|口 会合で、お茶や食べ物を出したり後片付けをしたりする |キ

信 l のは女性の役目 J* 
毒

事 ~さて、いくつ当てはまりましたかっ~

: 男性も女性も おEいを対等なパートナーとして尊重し、 守
恒 家族や地域のみんなが協力し合える関係を築いていきたいも 持
恨 のです。 男女共同参画学習ブック(愛媛県)から 珠

与.与......酔与...与辱与与与与.....与

藤
樹
舞
隼
医
掌
麟

(27) 

学
問
の
目
的

2
1
n
歳
こ
ろ
ま
で
の
藤
樹
は
、

朱
子
学
を
理
想
の
学
問
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
朱
子
学
で
は
、
「
天
理
」
に

従

っ
て
「
気
」

(情
欲
・
人
欲
)
を

よ

く

せ

い

こ

く

品

〈

抑
制
・
克
服
し
、
聖
人
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
学
問
し
ま
す
。

し
か
し
、
藤
樹
は
、
昔
の
中
国
の

経
典
を
朱
子
の
解
説
ど
お
り
に
考
え

れ
U
ド
し

a
M
'
ん

る
こ
と
に
矛
盾
を
感
じ
る
よ
う
に
な

灼
ノ幸
子
し
れ
~
。

そ
し
て
、
「
図
書
」
(
大
学

・
中

庸
・
論
語
・
孟
子
)
を
初
め
と
す
る

儒
書
を
、
独
自
の
観
点
か
ら
新
し
く

と
ら
え
直
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
学
問
の
目
標
「
め
あ
て
」
は

し
ん
ら
〈

「
真
楽
」
(
心
の
安
楽
)
を
得
る
こ
と

だ
と
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

土品
1
レ
れ
~
。

藤
樹
は
お
歳
の
秋
、
「
友
に
寄
す
」

の
書
簡
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。
「
人
の
本
心
は
、
善
に
し
て
悪
な
し
。

か

小

く

り

が

、

め

い

あ

る

こ

と

よ

〈

き

と

(
中
略
)
禍
福
利
害
の
命
有
事
を
能
悟

ふ

っ

き

ね

が

わ

ず

ひ

ん

せ

ん

い

と

わ

ず

り
て
富
貴
を
不
願
、
貧
賎
を
不
厭
、

順
境
に
居
て
も
封
じ
、
常
に
殴
蘇
杭

と
し
て
苦
し
め
る
処
な
し
。
是
を
真

い

づ

な

り

よ

ろ

ず

楽
と
云
也

。
万
の
苦
を
離
れ
て

こ
の
し
ん
ら
〈

此
真
楽
を
得
る
を
学
問
の
め
あ
て
と

す
。
(
後
略
)
」
お
主
な
も
ん
ど
う

ま
た
、
「
翁
問
答
改
正
篇
」
で
も
学

問
は
「
心
の
安
楽
」
を
得
る
こ
と
で

あ
る
と
明
言
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ

っ
と
硬
い
文
が
続
き
ま
す
の

で
、
口
語
に
訳
し
て
紹
介
し
ま
す
。

問
人
聞
が
こ
の
世
で
一
番
願
い
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
何

で
す
か
。

答
そ
の
い
き
つ
く
と
こ
ろ
は
、
心

の
安
楽
で
す
。

問
人
間
が
こ
の
世
で
一
番
さ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
何
で
す

か
。

答
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
心
の
苦
痛

で
す
。

問
苦
し
み
か
ら
の
が
れ
、
楽
し
み

を
求
め
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
方

法
が
あ
り
ま
す
か
。

答
そ
れ
は
学
問
を
す
る
こ
と
で
す
。

(
後
略
)

も
と
も
と
、
人
間
の
心
の
本
体
は

安
楽
で
苦
痛
の
な
い
も
の
で
す
。
苦

ま
ど

痛
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
心
の
惑
い

か
ら
起
こ
る
も
の
で
、
自
分
で
作
る

病
気
な
の
で
す
。
こ
の
人
間
の
心
の

じ
ゃ
ね
ん

本
体
に
か
か
る
邪
念
(
凡
情
)
を
見

極
め
、
取
り
除
く
力
を
つ
け
る
の
が

学
問
の
目
的
で
す
。

藤
樹
は
、
「
真
楽
」
と
「
俗
楽
」
を

区
別
し
て
、
人
が
真
に
楽
し
く
、
幸

せ
に
生
き
る
た
め
の
「
真
の
学
問
」

十'+'

を
強
く
勧
め
て
い
る
の
で
す
。

15 



広報ああず 20036月号

大洲城天守閣復元

平成15年 5月1固まで

に皆様かうお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、386，133，617円
です。

かわら版

え洲城2巳

大洲市は、市の新しいシンボルとして、 市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人は己連絡ください。また、このコ
ーナー|こ対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係 内線352

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事

上
棟
式
を
迎
え
ま
し
た

H

施
工
業
者
主
催
の
大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事
の
上
棟
式
が
、
平

成
+
五
年
四
月
四
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
続
く
五
・
六
日
に

か
わ
ら
き
め
い

か
い

は
、
市
と
実
行
委
員
会
の
主
催
で
一
般
見
学
会
、
瓦
記
名
会
な
ど

が
あ
り
、
六
千
人
を
超
え
る
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

感
謝
の
儀
式
「
上
棟
式
」

上
棟
式
と
は
、
住
宅
建
築
の
「
た

て
ま
え
」
に
あ
た
る
も
の
で
す
。
屋

む

ね

む

な

さ

根
の
棟
を
支
、
え
る
棟
木
を
す
え
付
け
、

む
ね
あ
げ

棟
上
ま
で
木
工
事
が
無
事
完
了
し
た

こ
と
へ
の
感
謝
と
、
建
築
に
携
わ
る

工
匠
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
の
儀
式

で
す
。
式
に
は
桝
田
市
長
を
始
め
、
市
議

会
議
員
、
復
元
委
員
、
工
事
・
設
計

関
係
者
な
ど
約
二
百
人
が
出
席
し
、

「
郎
怖
の
儀
」
や
「
聡
航
の
儀
」
な
ど

に
参
加
し
て
、
上
棟
を
祝
い
ま
し
た
。

「上
棟
の
儀
」
で
は
、
大
工
が
装
束

を
身
に
ま
と
い
工
匠
役
を
務
め
ま
し

た
。
参
加
者
全
員
で
棟
木
に
取
り
付

け
ら
れ
た
紅
白
の
綱
を
「
え
い
っ

、

まま24-2111

〈いうち

企槌打の儀
紅白幕で装われた棟木を工匠役が
槌や当て板を使い打ち固める。

え
い

っ
、
え
い
つ
」
の
か
け
声
と
共

に
引
き
、
棟
木
を
天
守
の
最
上
部
に

納
め
る
と
、
工
匠
役
が
槌
や
当
て
板

を
使
い
、
長
さ
八

m
の
棟
木
を
打
ち

固
め
ま
し
た
。

棟
木
に
は
、天
守

一
1
二
階
の
通
し

柱
と
同
じ
く
、
大
洲
藩
主
加
藤
家
の

ほ

だ

い

じ

菩
提
寺
の
一
つ
で
あ
る
知
法
寺
で
調

達
し
た
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
学
会
に
六
千
六
百
人
が
参
加

四
月
五
日
・
六
日
に
は
、
復
元
中

の
天
守
閣
が
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
見
学
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
二

日
間
で
約
六
千
六
百
人
が
訪
れ
、

四

階
ま
で
組
み
上
が
っ
た
様
子
を
見
学

1ν
寺品

1
レ
れ
ん
。

ま
た
両
日
、
天
守
閣
に
使
わ
れ
る

平
瓦
の
裏
面
に
自
分
の
名
前
や
願
い

事
な
ど
を
墨
書
き
す
る
「
瓦
記
名
会
」

が
あ
り
、

千
二
百
六
十
五
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
(
瓦
記
名
は
、
八
月
末
ま

で
市
役
所

一
階
ロ
ピ

l
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
)
こ
の
ほ
か
、
大
洲
城
天

守
閣
復
元
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
員
会

(
宮
下
利
秋
実
行
委
員
長
)
主
催
の
も

ち
ま
き
や
忍
者
シ
ョ

l
、
屋
台
村
な

ど
が
催
さ
れ、

会
場
を

一
層
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

.戦国武者姿の市職員らが工事の
様子を解説

一
般
見
学
会
の
追
加
開
催
決
定

市
で
は
、
完
成
し
て
か
ら
で
は
決
し

て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
天
守
閣
の

復
元
の
様
子
を
で
き
る
だ
け
多
く
の

皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
、
一
般

見
学
会
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
0

.
見
学
会

・
瓦
記
名
会

【次
回
】

八
月
十
四
日
嗣
・
十
五
日
幽

.
見
学
会

【最
終
回
】

十

一
月
二
十
二
日
出

二
十
三
日
間

次
回
は
お
盆
期
間
中
に
開
催
し
ま

す
。
帰
省
さ
れ
る
ご
家
族
・
お
友
達

な
ど
に
も
ぜ
ひ
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

16 

企工匠役を務めた大工たち

.上棟を祝う「もちまき」
.~東木に使用した如法寺のヒノキ断面
樹齢110年、直径50cm、長さ22m.1枚2，000円の瓦記名に1，265人が参加
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• 
色鮮やかに

ι〈三
春の大洲は、菜の花、桜、ツツジなどのきれいな花に彩られます。八重桜の名所 八多喜祇園公園では4月18日に観桜会(写真左)

が開かれ、富士山山頂のツツジ (写真右)はゴ ルデンウィークに満開となっていました。まもなく、白や紫の花をつけた量議 (表

紙写真)が見頃を迎えようとしています。

人にやさしい

4/25 地域づくりに努力します

第39回新就職者激励大会が市総合福祉センターで開かれました。先
輩社会人の渡部悠さん (仙味エキス勤務)の激励を受け、新就職者の

永田浩之さん (県農えひめアイパックス勤務)と宮本佳奈さん (ハリ
力大洲庖勤務)の2人が 「自己啓発に努め、地域産業の発展に貢献し
たい」と今後の決意を述べました。

4/29- 思いをこめて

E....--_ 誌編 'ki-:f1
第9固市民の森記念植樹が冨士山の南側斜面で開かれ、会場に
キンモクセイの苗木11本が植えられました。参加した7家族、1

団体など合わせて28人は、それぞれ植樹した後、子どもの誕生
や入学など記念のプレートを付けて慶事を祝いました。

ネットをつけてひったくり防止

4/13 20年ぶりの県議選

昭和58年以来、 20年ノヌりとなる愛媛県議会議員大洲市選挙区の投
票があり 、現職候補が6還を果たしました。投票日の有権者30，196

人のうち、投票したのは12，692人 (男6，078人、女6，614人)で、投

票率は県議選としてこれまでで最低の42.03パーセントでした。
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LifeI 
あなたの健康を
サポートします

l .... 園函彊図彊E盟国司

6
月
の
音
種
検
診
・
相
談

口1"1

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
・
:
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

{
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
6月
5
日
同
平
成
日
年
1
月
生

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
6月
日
日
仰
平
成
ロ
年
5
月
生

0
6月
払
日

ω
平
成
日
年
日
月
生

受

付

時

間

日
時
1
日
時
泊
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
6月
9
日

開

平

成

比
年
8
月
生

受
付
時
間

9
時
1
日
時
叩
分

持
参
口
問

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

パ
ス
タ
オ
ル

{
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】
予
約
制

0
6月
ロ
日
附

ー=wa~持者ω戸hi臼圃

6月1日(日)山本医院 (菅田)

会 25-6100

6月8日(日)井関クリニック (新谷)

まま25-6212

米川医院 (長浜)

ft 52ー0165

相
談
時
間
日
時
1
正
午
、
日
時
1
日
時

持
参
ロ
聞

健
康
手
帳

生
活
習
慣
病
と
胃
・大
腸・

肺
が
ん
の
検
診

O
保
健
セ
ン
タ
ー

6
月
2
日
開、

3
日

ω、
4
日
同

O
市
民
会
館

6
月
四
日
側
、
四
日
閥
、
羽
目
幽

O
三
善
連
絡
所

6
月
初
日
附

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象
者
が
変
わ

り
J

申
品

1
U
宇
九

次
の
①

・
②
の
希
望
者
を
対
象
に
平

成
同
年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

h
uJn
U

に
u

n

U

F

h

υ

n

U

E
d

ハU
酔一九

F
K
A守

4
‘

R
U
F
b
p
b

n

b

q
f
』原

の
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人

※
①
の
検
査
希
望
者
に
は
問
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

②
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が

献

血

の

お

知

5
せ

あ
る
人
(
刊
歳
以
上
の
人
)

仇附ソ
6
月
日
日
嗣

j

e
 

※
②
の
検
査
希
望
者
は
当
日
申
し

l
可
ツ
ヤ
デ
ン
キ
大
洲
庖

込
ん
で
く
だ
さ
い

o

m

時

i
u時
日
分

女
婦
人
か
ん
検
診

O
南
久
米
連
絡
所

6
月
4
日
同

※
時
間
、
料
金
に
つ
い
て
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

大
洲
保
健
所

{
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
}

6月15日(日)菊原外科医院(若宮)

まま 24-4646

石村整形外科医院 (若宮)

合 23-5767

6月29日(日)ごうお小児科医院(西大洲)

ft 24-3936 

6月22日(日)

予
約
制

-1&:"1同~.i~.~し溜圃

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

O
毎
週
火
曜
日

日
時
i
正
午

{難
病
医
療
相
談
}

O
第
3
火
曜
日
日
時
1
日
時

{
精
神
保
健
福
祉
相
談
}

O
第
3
金
曜
日

日
時
1
日
時

{
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
1
金
曜
日

9
時
i
M
時
加
分

{女
性
の
健
康
相
談
}

O
第
3
木
曜
日

凶
時
1
口
時

官
山
春
期
健
康
相
談
}

O
第
4
木
曜
日

日
時
1
rm
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第
3
水
曜
日

受
付
時
間

ロ
時
泊
分
1
日
時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
フ

ツ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

喜
多
医
師
会
病
院日
時
却
分
1
M
時
日
分

6
月
幻
自
倒

帝
京
第
五
高
等
学
校
9
時
泊
分
1
正
午

フ
ジ
グ
ラ
ン
大
洲日
時
加
分
1
日
時
却
分

愛
媛
た
い
き
農
協
本
所

日
時
却
分
1
日
時
泊
分

市立大洲病院 (西大洲)

合 24-2151

宮)

森)

大洲中央病院 (東大洲)

ft 24-4551 

加戸病院 (若

ft 24-51 01 

大洲記念病院 (徳

合 25-2022

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

ー
会
員
募
集

古
文
書
館
山
読
講
座

「
大
洲
・
新
谷
旧
記
」

講
師

芳
我
一
章
先
生

期
日

5
月
お
日
・

7
月
お
日

9
月
M
日
・

日
月
羽
目

1
月
お
日
・

3
月
M
日

郷
土
の
歴
史
講
座

「
大
洲
城
探
訪
」

講
師

澄
田
恭
一
先
生

期
日

6
月
お
日

「
恐
る
べ
し
大
洲
の
水
軍
」

講
師

三
好
正
文
先
生

期
日

8
月
幻
日

「
ふ
る
さ
と
文
学
探
訪
」

講
師
澄
田
恭
一
先
生

期
日

2
月
お
日

読
書
講
座

「
読
書
の
た
の
し
み
」

講
師
稲
積
絢
裏
先
生

期
日

目
月
辺
日

-R場所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

-R時間
す
べ
て
午
前
9
時
却
分
か
ら

午
前
日
時
却
分
ま
で

食
会

費

無

料

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
図
書
館
へ

mu
@
4
4
1
9
 

6
月
の
新
着
図
書
案
内

一
度
は
読
ん
で
お
き
た
い
般
若
心
経
の

こ

と

ば

山

下

勝

也

著

四
十
過
ぎ
た
ら
「
頭
が
固
く
な
る
」
は

ウ

ソ

多

湖

輝

著

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
さ
ま
よ
え
る
国
宝

井
上
隆
史
・

N
H
K
取
材
班
著

18 

日
本
は
テ
ロ
と
戦
え
る
か

ア
ル
ベ
ル
ト

・
フ
ジ
モ
リ
ほ
か
著

闇

将

軍

松

田

賢

弥

著

よ
そ
の
国
で
は
ど
ー
や
っ
て
る
の
?

有
楽
企
画
編

こ
ん
な
に
使
え
る
1

個
人
型
確
定
拠
出

年

金

年

金

問

題

研

究

会

編

著

ま
ち
が
い
や
失
敗
で
子
ど
も
は
育
つ

今

泉

博

著

腸
を
若
返
ら
せ
る
食
卓
保
健
同
入
社

身
体
を
守
る
免
疫
の
仕
組
みサ
イ
エ
ン
テ
ツ

ト

才
園
哲
人
著

あ

き

ら

め

な

い

鎌

田

賓

著

家
に
い
る
の
が
楽
し
く
な
る
本
中
山
庸
子
著

命

に

会

い

た

い

穴

井

夕

子

著

第

三

の

時

効

横

山

秀

夫

著

忘

れ

雪

新

堂

冬

樹

著

ザ
エ
ク
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー

高

杉

良

著

逆
転
検
死
宮

山
崎
光
夫
著

マ
1
メ

イ

ド

井

口

明

美

著

女

撃

校

岩

井

志

麻

子

著

一
号
線
を
北
上
せ
よ
沢
木
耕
太
郎
著

終

末

の

日

ジ

ョ

ン

・
ピ
l
ル
著

B
一冒

急

わ

る

青

空

一

-
圃

圏

一

著

・
山
・

司

一

士

目
白
巴
圃

司

一

圭

-
E圃

一

一

木

.
轟

一

一
南

a
E司

一

期
本
桂
士

一

も
ど
れ
な
い
し
、
も
ど
り
た
く
は
な
い
。

い
ま
は
た
だ
ゆ
る
や
か
な
坂
を
下
る
、
そ

の
力
の
抜
き
方
だ
け
を
会
得
し
た
い

:
・

「
阿
弥
陀
堂
だ
よ
り
」
か
ら
8
年
、
心
と

身
体
の
病
を
く
ぐ
り
ぬ
け
た
医
師
だ
か
ら

こ
そ
語
れ
る
、
心
に
し
み
る
エ

ッ
セ
イ
集
。

¥
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
新
/

/
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

¥

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜

・
6
月
却
日



6月号

くらしの情報

広報ああず 2003

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
カ
ヌ
ー

学
校
週

5
日
制
対
応
事
業

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や
カ
ヌ

l
の
楽

し
さ
を
体
験
し
、
親
子
や
友
達
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

期

日第
l
回

実

施

済

第

2
回

6
月
却
日
間

第
3
回

7
月
日
日
同

第

4
回

9
月
幻
日
間

第

5
回

叩
月
ロ
日
田

時

間受

付

午

前

9
時
却
分

1
午
前
日
時

解

散

午

後

4
時
頃

対

象

小
学

3
年
生
以
上
の
親
子

(小
学

5
年
生
以
上
は
親
子
で
な
く
て

も
よ
い
が
保
護
者
同
伴
で
参
加
。

中
・
高
校
生
は
保
護
者
の
承
認
が
必

要
。
)

募

集

各
回
と
も
定
員
刊
人

参
加
費
-
人

l
回
に
つ
き

l
、

0
0
0
円

持
参
口
聞
な
ど

ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装
・
靴
(
サ
ン
ダ

ル
可
)
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
健
康
保
険

証
(
コ
ピ

l
可
)
、
防
寒
具
、
雨
具
、
帽

子
、
そ
の
ほ
か
各
自
必
要
な
も
の

ま
た
、
眼
鏡
の
人
は
眼
鏡
バ
ン
ド
、

土居鉄工所

公 24-4519

岡福水道工事庖

ft24-3656 

水道業者の

緊急漏水当番表

性対6月1日(日)

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
人
は
外
す
か
ス

イ
ミ
ン
グ
ゴ

l
グ
ル
を
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。
日
焼
け
対
策
も
各
自
で
お
願
い

し
ま
す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

国
立
大
洲
青
年
の
家

カ
ヌ

1
1
日
体
験
コ

1
ス
係

包

@
5
1
7
5

ト
ッ
プ
は
決
断

女
性
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
で

男
女
と
も
に
活
躍
を

6
月
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
で

す。
職
場
に
お
け
る
実
質
的
な
男
女
均
等

取
扱
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
企
業
は
、

性
別
に
よ
る
こ
と
な
く
、
個
々
人
の
意

欲
、
能
力
、
適
性
に
基
づ
く
公
正
な
取

扱
い
を
行
う
と
と
も
に
、
女
性
労
働
者

が
能
力
を
十
分
発
揮
し
活
躍
す
る
た
め

に
積
極
的
取
組
(
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
)
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
し
て
、
女
性
自
身
も
仕
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

職
場
の
均
等
セ
ミ
ナ
ー

日

時

6
月

3
日

ω

午
後

1
時
却
分

1
午
後

4
時

南
海
放
送
本
町
会
館
(
松
山
市
)

場

所

(有)南予水道住設

まま23-2352

塚鉄工所

ft25-0300 

(有)星加水道設備

まま26一0020

西国興産

台 25-2197

森設備

会 25-4023

4申国鉄工所
合 24-4122

(槻

t恵

大

6月7日出

6月8日(日)

6月14日出

基
調
講
演

個
性
が
性
を
超
え
て

1
一
人
ひ
と
り
が
活
き
る
職
場
を
つ
く
る

1

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

助
教
授
玄
固
有
史

事
例
発
表

帝
人
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
ス
タ
ッ
フ
側

人
材
部
女
性
活
躍
推
進
室
長田
井
久
恵

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
雇
用
均
等
室

公

0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
2
2

人
権
擁
護
委
員
の
日

育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

l
身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
|

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、

6
月

1
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
制

度
の
周
知
と
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

家
庭
内
の
問
題
や
体
罰
、
い
じ
め
な

ど
の
人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
は
、

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
大

洲
支
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
当
市
の

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

丸電工 業

ft24-5351 

佐々木鉄工

ft26一0875

三原設備

ft24-3783 

(有)菊地浄化槽センタ ー

まま24一0013 

(有)

(有)

(有)

(有)

6月15日(日)

6月21日出

松
岡
強
(
八
多
喜
町
)
怨

@
0
1
3
6

井
上
和
子

(稲
積
)

合
@
7
2
0
9

高
岡
政
義
(
五
郎
)

包
@
3
9
7
1

大
塚
年
男
(
東
大
洲
)

怨
@
5
8
2
9

松
本
忠
行
(
田
処
)

合
⑮

5
2
3
5

白
石
美
子
(
阿
蔵
)

公
@
4
2
7
8

辻
幸
寄
(
菅
田
町
宮
出
)
包
@
5
0
8
1

奥
島
直
道
(
東
大
洲
)
合

@
1
1
2
7

※
広
報
最
終
ペ

l
ジ
「
相
談
ご
と
案
内
」

参
照

問
い
合
わ
せ
先

法
務
局
大
洲
支
局

交
通
遺
児
奨
学
生
の
募
集

合

@
4
1
5
5

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
は
昭
和

叫
年

5
月
に
設
立
以
来
、
加
年
間
に
約

4
万

8
、

4
0
0
人
の
交
通
遺
児
の
高

等
学
校
大
学
な
ど
へ
の
進
学
を
支
援

し
、
こ
れ
ま
で
約

3
8
7
億
円
を
奨
学

金
と
し
て
貸
与
し
て
い
ま
す
。

平
成
日
年
度
は
約
日
億
円
の
奨
学
金

を
交
通
遺
児
約

2
、

0
0
0
人
の
奨
学

生
に
貸
与
す
る
計
画
で
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

奨
学
金
貸
与
額

(
無
利
子
)

高

校

・

高

専

月

額

2
1
4
万
円

入
学
一
時
金
却
万
円

月
額

4
1
6
万
円

入
学
一
時
金
的
万
円

大
学

・
短
大

甲 建 設 (側

企 24-2937

浦 建 設 附

ft25-5335 

アサノ言~ fi蒲
ft24一0783

宮元建設

ft25一0901

上

(有)

。対

松

6月2日(日)

6月28日出

(有)いの水道設備

まま24-2216

谷本建設工業 側

まま24-5161

6月29日(日)

月
額

2
1
4
万
円

入
学
一
時
金
却
万
円

月
額

4
1
6
万
円

入
学
一
時
金
的
万
円

大

学

院

月

額

5
1
叩
万
円

問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
(
通
話
料
無
料
)

8
0
1
2
0
・
5
2
1
2
8
6

専
修
・
高
等

専
修
・
専
門

6
月
は
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間

事
業
者
の
皆
さ
ん
、
外
国
人
労
働
者

の
適
正
な
雇
用
・
労
働
条
件
の
確
保
と

不
正
就
労
の
防
止
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ハロ
l
ワ
l
ク
大
洲

合
@

3
1
9
1

愛
媛
労
働
局

8
0
8
9
・
9
4
1
・
2
9
4
0

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
高
間
タ
エ
作
陶
展

6
月
4
日
附
1
6
月
8
日
刷

展
示
時
間

午
前
日
時

1
午
後

5
時

展
示
最
終
日
は
午
後

4
時
ま
で

休

館

毎
週
月
曜
日

(祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2
8
1

可
悶
国
図
申
E
E
E
E
E
E
E

一

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
夏

E

日
を
記
録
し
、
街
で
は
半
袖
姿
の
人
を

圃

多
く
見
か
け
ま
し
た
。
連
休
は
、
飛
、
び

-

石
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
貴
重
な
時
間

同

で
し
た
。
連
休
に
仕
事
を
さ
れ
た
皆
さ

-

ん
は
、
今
一
息
つ
か
れ
て
い
る
頃
か
も

-

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
さ
て
、
も
う
す
ぐ
入

園

梅
。
蒸
し
暑
い
日
が
続
き
、
睡
眠
不
足

一

な
ど
で
体
調
を
崩
す
人
も
多
く
な
る
季

町

節
で
す
。
皆
さ
ん
、
健
康
に
気
を
つ
け

-

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

(

や

)

19 
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内

相談内容 日 時な ど 場所な ど 聞 い 合わせ先

人 4華 キ目 談 6月16日(月)/10時~正午 上須戒公民館 急ぐときは法務局 ft24-4155 
(法務省) 6月19日(木)/10時~正午 市役所3階会議室

人権擁護委員による 毎週月-水 -金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft24-4155 

無 料 中目 談 所 9 時~16 時(休日を除く) 人権相談室

~1' 政 中目 談
6月20日(金)/ 9時~正午 市役所3階会議室

君、ぐときは まま24-5072(山本)
(総務省) まま24-4294(辻)

社会保険相談
6 月 5 日 (木)/10時~15時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

6 月24日(火)/10時~1 5時30分 まま089-925-5105

不動産無料相談 6 月 15 日(日 )/ 9 時~1 6 時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 ft 24-4452 

l一般相談 毎週月・水曜日
大洲市総合福祉

心配ごと (法律相談 毎週火・木曜日 受付は総合福祉センターl階

l介護相談 毎週金曜日 センター
社会福祉協議会窓口まで

相 談 :(相談時間) 10時~正午、 1 3 時~16 時
(相談室直通)

ft 23-0313 I 
まま23-5629

(祝祭日・年末年始を除く)

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所晶齢福祉課 ft 24-2111 内線178

人権・同和問題に
毎日の執務時間中

大洲隣保館 fi 24-6100 
関するなんでも相談 大洲福祉会館 fi 25-0947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター fi 24-7830 

ふれ愛スクール相談 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 fi24-1414 

案とー句

、ー談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

シ
リ
ー
ズ

-
九
州
の
き
ば
む

ι
@

富
士
山
の
妖
怪

大

洲

昔
、
柚
木
に
富
、氷
惣
治
安

之
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。

あ
る
夜
、
伴
助
と
い
う
供

を
つ
れ
て
、
鮎
取
り
に
出
か

や

な

せ

や

ま

け
て
い
る
と
、
梁
瀬
山
と
富

士
山
の
上
か
ら
、
ゆ
ら
ゆ
ら

と
揺
れ
て
い
る
大
き
な
火
の

玉
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ふ
た

り
が
こ
わ
ご
わ
見
て
い
る
と
、

富
士
山
の
方
か
ら
百
人
ほ
ど

き

h
y

の
人
が
集
ま
り
、
木
遣
り
の
歌
を
歌
い
、
材
木
を
引
く
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
何
か
駆
け
寄
っ
て
く
る
音
が
し
て
、

馬
の
よ
う
な
獣
が
で
で
き
ま
し
た
。
「
き
っ
と
ん
山
け
伽
に
違
い
な

い」

と
、
ふ
た
り
は
思
い
ま
し
た
。

安
之
が
腰
の
万
に
手
を
か
け
、
息
を
凝
ら
し
て
見
て
い
る
と
、

化
け
物
が
近
寄
っ
て
き
て
、
激
し
く
河
原
の
砂
利
を
踏
み
鳴
ら

し
ま
し
た
。
安
之
は
こ
の
時
、
懐
に
熊
野
神
社
の
天
狗
吉
久
の

銘
の
あ
る
魔
除
け
の
火
打
石
の
あ

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
河

原
の
石
を
拾

っ
て
「
カ
チ

ツ
」
と
火
を
打
ち
ま
し
た
。
す
る
と

化
け
物
は
、
ど
こ
と
も
な
く
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

ふ
た
り
は
、
熊
野
の
魔
除
け
の
火
打
石
の
お
か
げ
で
助
か
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
後
、
夜
の
鮎
取
り
は
や
め
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
発
行

「大
洲
の
昔
、は
な
し
と
里
う
た
」
第
匁
話
か
ら 企富士山と今も鮎漁の盛んな肱川

大 洲 市内の交通事故

4月末現在 昨年同期

件数 80 82 

負傷者 106 112 

死者 。 l 

市民の動き

平成15年4月30日現在

39，045人 (+61) 出生 33人(+3) 

18，630人 (+55) 死亡 43人 (+15)

20，415人(+6) 

14，767世帯 (+93)

口

数

男

女

帯

人

世

期

今月の納税は

県民税 1市

お

( )内は対前月比納期限は6月30日です
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